
Ⅲ．財務諸表に対する注記

（１）有価証券の評価基準および評価方法

①什器備品・・・定額法（耐用年数5年）を採用している。

２　基本財産および特定資産の増減額およびその残高
（単位：円）

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
基本財産

永続助成基金 2,193,099,791 1,100,000 0 2,194,199,791
永続運営基金 195,766,014 0 0 195,766,014
小　計 2,388,865,805 1,100,000 0 2,389,965,805

特定資産
期間助成基金 851,728,874 156,592,820 45,531,783 962,789,911
期間運営基金 7,736,778 0 658,803 7,077,975

31,581,049 18,532,652 19,770,123 30,343,578
6,144,166 7,351,636 7,176,598 6,319,204

小　計 897,190,867 182,477,108 73,137,307 1,006,530,668
3,286,056,672 183,577,108 73,137,307 3,396,496,473

（注１）

(注２）

(注３）
「永続助成基金運用収益積立資産」とは、永続助成基金の運用収益のうち未使用分を、次年度以降の助成活動
のために積み立てているもの、「期間助成基金運用収益積立資産」とは、期間助成基金の運用収益のうち未使
用分を、次年度以降の助成活動のために積み立てているもの、をさす。

永続助成基金運用収益積立資産の当期減少額１９,７７０,１２３円の内訳は、２０２５年度
助成金支出８,８００,０００円および基金管理費（当期末基金残高の0.5％分）１０,９７０,１２３円、
期間助成基金運用収益積立資産の当期減少額７,１７６,５９８円の内訳は、
２０２５年度助成支出２,７１１,０００円および基金管理費４,４６５,５９８円である。

「永続助成基金」とは、基本財産のうち、その運用収益を助成活動に充てるもの、「永続運営基金」とは、基
本財産のうち、その運用収益を運営活動に充てるもの、「期間助成基金」とは、一定期間内に元本およびその
運用収益を助成活動に充てるもの、「期間運営基金」とは、一定期間内に元本およびその運用収益を運営活動
に充てるものをさす。

１　重要な会計方針

満期保有目的の債券・・・・・ 償却原価法（定額法）による。ただし、取得価額と債券金額との
　　　　　　　　　　　　　　 差額に重要性が乏しい場合は、償却原価法を適用しない。

合　　　計

期間助成基金運用収益積立資産

その他の有価証券・・・・・・ 市場価額のあるものは、決算日の市場価額に基づく時価による。
                                        　 市場価額のないものは、移動平均法に基づく原価法による。

（２）固定資産の減価償却の方法

②ソフトウェア・・・法人内における利用可能期間（5年）に基づき、 定額法による。

科　　目

永続助成基金運用収益積立資産

（３）消費税等の会計処理

税込み方式による。

「公益法人会計基準」（平成20年4月11日基準ー平成21年10月16日改正ー内閣府公益認定当委員会）を
適用している。
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３　基本財産および特定資産の財源等の内訳

当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に対
応する額）

基本財産
永続助成基金 2,194,199,791 2,194,199,791 0 0
永続運営基金 195,766,014 195,766,014 0 0
小　計 2,389,965,805 2,389,965,805 0 0

特定資産
期間助成基金 962,789,911 962,789,911 0 0
期間運営基金 7,077,975 7,077,975 0 0

30,343,578 30,343,578 0 0
6,319,204 6,319,204 0 0

小　計 1,006,530,668 1,006,530,668 0 0
3,396,496,473 3,396,496,473 0 0

４　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

科　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

その他固定資産

什器備品 899,800 104,976 794,824
ソフトウェア 475,200 475,200 0

小　計 1,375,000 580,176 794,824

合　　計 1,375,000 580,176 794,824

５　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位：円）

帳簿価額 時価 評価損益

896,650,200 762,976,000 △ 133,674,200 
1,002,404,659 888,572,815 △ 113,831,844 
1,096,395,200 983,613,800 △ 112,781,400 

2,995,450,059 2,635,162,615 △ 360,287,444 

６　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額は、次のとおりである。

（単位：円）

経常収益への振替額

     永続助成金 8,445,094
経常収益への振替額

     期間助成金 2,711,000
経常収益への振替額

     受取寄付金 45,531,783
経常収益への振替額

     法人運営経費のための振替額 16,094,524
72,782,401

該当事項はなし。

合　　　計

７　関連当事者との取引

内　　　容 金　　　額

地方債（25）

期間助成基金運用収益積立資産

合　　　　計

国債等（12）

永続助成基金運用収益積立資産

科　　目

合　　計

科　　　　目

事業債（24）
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